
〔編集後記〕

国際基督教大学社会科学研究所と上智大学社会正義研究所は、 1981年以来毎

年国際シンポジウムを共催してきました。本書はその第18回目の国際シンポジ

ウムの報告書です。

当日は「多元的民族社会の緊張・相互理解協調」というテーマを人類学ー

法学・政治学・国際コミュニケーションを始めとした各分野の専門家の先生方

にご講演、ご討議いただきました。限られた時間でしたが、シンポジウムにご

参加いただいた方々にも、その討議に加わっていただきましたので、テーマの

現代的課題を深め、共有することになりました。

本書はその時の様子をなるべく臨場感を出しながら再現すべく努めた関係で、

通常のジャーナルとは若干異なる編集方針をとることになりました。

今回報告書を出版するにあたり、第18回国際シンポジウムにご協力いただい

た諸先生方並びにスタッ7のみなさまに、心から感謝申し上げます。

（宮崎修行記）


